
   

  
               
 

 

 

 

 

 

 

「郷土愛」 ～三宅島を愛する心を育む～ 
校長 木須 和広 

私の故郷は愛知県です。生まれてから大学を卒業するまでそ

こで過ごしました。その後、東京都の教員になり現在に至りま

す。２０代の頃は、年に何度も帰省し、学生時代の友人と交流

を深めていました。帰省している時に度々思っていたことは、

故郷の良さが故郷を離れて初めて分かったことです。 

４月から縁があって三宅島に勤務することになりました。私

は少しでも三宅島のことを知ろうと思い、４月４日に行われた

「三宅島雄山火山体験入山ツアー」に参加しました。 

８時３０分に三宅村活動火山対策避難施設に集合、専用車両

で登山口駐車場まで移動。そこから登り始めました。所々で強

風が吹き、体勢が崩されることが何度もありました。途中には

休憩できる山小屋のような場所があり、そこに入ると「ほっと

一息」つくことができ、幸せな気分になりました。私は体力に

は自信がある方ですが、久しぶりに体力を消耗しました。そし

て、ようやくスタートしてから約２時間で山頂に着きました。

そこには、２０００年の大噴火時に誕生した陥没カルデラが見

えました。直径約１．６キロ、深さ５００ｍのカルデラで伊豆

諸島の利島と同じくらいの大きさです。自然の力を目の当たり

にし、深く感動しました。 

翌週には、中学校の中坪校長先生が、三宅島ドライブに連れ

て行ってくださいました。島の名所や歴史等を紹介していただ

き、火山島の豊かな自然とダイナミックな景色は壮観でした。 

子供たちはいつかこの三宅島を離れ、別の場所で生活すると

きが来るかもしれません。その時に故郷のことをどう思うので

しょうか。感じ方や思いは人それぞれでしょうが、私はいつま

でも三宅島のことを好きでいてほしいと思います。いつでも帰

って来られるところが故郷の良さでもあります。私にとっても三宅島は第二の故郷です。 

これからも、今以上に子供たちの「三宅島を愛する心を育む教育」の推進に努めて参りますの

で、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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◆５月の行事予定◆ 

 

 

 

 

避難訓練 地区班顔合わせ                            担当  野上 正輝 

 4月 15 日（水）に、小中合同の地区班顔合わせを行いました。 

中学生のリーダーが、クイズを交えながら和やかに自己紹介をし 

たり、災害時の避難場所についてスライドを用いて説明したりし 

てくれました。 

登下校時や地域の集まりなど、日頃からつながりをもつことで、 

いざというときの児童の安全確保に努めていきます。 

◆５月の生活目標◆「時間を守ろう」 

交通安全教室                                       担当 樫尾 安韻 

 ４月２０日（月）に三宅島警察署のご協力をいただき、交通安全教室 

を実施しました。 

低学年は、道路標識についてのお話を聞いたり、車両の死角体験を通して、 

運転席から運転手がどう見えているかを知ったりしました。高学年は、自転 

車の安全な乗車について学習しました。ふだんの登下校はもとより、休日や 

内地へ出掛けた際にも教わったことを生かして、安全に過ごすことができるように学校でも子供

たちに指導してまいります。三宅島警察署の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

七島信用組合様より「しまの希望ファンド」と称し、「島の子供たちには、もっと広い視野で育ってもらいた

い」「人生においてこれはぜひ読んでほしい」という想いから、金融教育や多言語が楽しく学べるもの、将来なり

たい夢や仕事につながるきっかけになるような絵本や本が 30冊寄贈されました。子供たちの読書活動に活用させ

ていただきます。ありがとうございました。 


